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わ
た
し
が
中
学
生
だ
っ
た
３０
年

前
は
も
ち
ろ
ん
制
服
に
選
択
肢
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

毎
日
ス
カ
ー
ト
の
下
に
短
パ
ン
を

履
き
、
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
も
し
わ
た
し
が
制
服
を

選
ぶ
こ
と
が
出
来
た
な
ら
、
き
っ

と
ズ
ボ
ン
型
の
制
服
を
選
ん
で
い

た
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
あ
の
時
の
母
の
困
っ
た
顔
も

見
な
く
て
済
ん
だ
か
な
と…

。

　

た
だ
そ
れ
と
は
反
対
に
、
制
服

が
変
わ
る
こ
と
に
対
し
、
寂
し
い

気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
。
息
子
が

着
て
い
る
学
ラ
ン
を
見
る
と
、
学

ラ
ン
姿
の
学
生
が
見
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
か
と
も
思
う
の
で

す
。

　

制
服
だ
け
で
な
く
、
多
様
性
と

い
う
新
し
い
文
化
を
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
で
、
古
い
文
化
が
風
化

し
て
し
ま
う
と
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

多
様
性
と
古
い
文
化
と
。

　

ど
ち
ら
も
大
切
に
し
た
い
で
す

ね
。
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、
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感
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。

　

多
様
性
と
古
い
文
化
と
。

　

ど
ち
ら
も
大
切
に
し
た
い
で
す

ね
。

　

近
年
、
全
国
的
に
制
服
を
変
更

す
る
中
学
校
や
高
校
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

主
な
理
由
と
し
て
は
、

・
暑
さ
寒
さ
対
策
：
特
に
温
暖
化

・
機
能
性
：
ス
ト
レ
ッ
チ
機
能
等

・
利
便
性
：
洗
い
や
す
く
、
乾
き

や
す
い
等

・
多
様
な
性
へ
の
対
応
：
ジ
ェ
ン

ダ
ー
レ
ス

…

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
今
ま
で
の

『
男
子
は
学
ラ
ン
、女
子
は
ス
カ
ー

ト
』
と
い
っ
た
主
な
制
服
ス
タ
イ

ル
か
ら
、『
上
は
ブ
レ
ザ
ー
型
、
下

は
男
女
問
わ
ず
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
ス

カ
ー
ト
が
選
択
で
き
る
』
と
い
う

ス
タ
イ
ル
に
す
る
学
校
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

美
浦
村
立
美
浦
中
学
校
も
令
和

８
年
度
よ
り
新
制
服
の
導
入
を
予

定
し
、
今
年
度
よ
り
制
服
検
討
委

員
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
委
員

会
に
は
先
生
方
や
保
護
者
、
地
域

の
方
が
参
加
し
て
、
生
徒
や
全
村

の
小
学
校
児
童
と
そ
の
保
護
者
な

ど
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を

実
施
し
、
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

多
様
な
考
え
が
尊
重
さ
れ
、
選

択
肢
が
増
え
、
機
能
的
・
利
便
的

か
つ
快
適
に
着
用
で
き
る
制
服
に

変
わ
る
こ
と
に
対
し
て
わ
た
し
は

賛
成
で
す
。

　

実
は
わ
た
し
自
身
も
小
学
校
６

年
生
の
時
に
、
中
学
校
の
制
服
の

ス
カ
ー
ト
を
嫌
が
り
、
母
に
制
服

を
着
た
く
な
い
と
言
っ
て
困
ら
せ

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
の
場
合
、
理
由
は
機
能

性
で
し
た
。
活
発
で
行
動
的
な
性

格
の
た
め
、
小
学
校
生
活
で
ス
カ

ー
ト
を
履
い
て
登
校
し
た
こ
と
が

な
く
、
不
慣
れ
な
ス
カ
ー
ト
で
日

常
生
活
を
送
る
こ
と
に
不
安
を
感

じ
、
母
に
相
談
し
た
の
で
し
た
。

多
様
性
と
古
い
文
化

中
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文

芸

正
調
俚
謡　
日
和
吟
社　
字
結
び
「
山
・
茶
・
花
」　
　
　
　　　　　　　　　　
（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡
日
和
吟
社
字
結
び
「
山
・
茶
・
花
」　
　

　　　　　　　　　　
（
五
十
音
順
）

十
二
月
の
俳
句
（
題
当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

（
五
十
音
順
）

（
五
十
音
順
）

友
の
呼
ぶ
声
垣
根
の
向
こ
う
白
い
山
茶
花
朝
の
通
学
路　
　
　
　

石
戸
葎
華

花
壇
寂
し
く
季
節
は
冬
へ
一
人
愁
い
て
庭
眺
め　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

山
に
分
け
入
り
麓
を
見
れ
ば
茶
々
を
入
れ
て
る
三
歳
児　
　
　
　

井
戸
賀
龢
道

越
え
た
山
坂
辿
っ
た
道
も
今
じ
ゃ
感
謝
の
夫
婦
旅　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

寒
い
北
風
山
茶
花
咲
い
て
子
ら
の
声
す
る
通
学
路　
　
　
　
　

   

小
薗
江
久
美

甲
斐
の
山
々
や
さ
し
く
包
み
仰
ぐ
富
士
山
薄
化
粧　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

小
春
日
和
の
縁
側
日
向
庭
の
菊
花
と
猫
と
吾　
　
　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

よ
く
ぞ
今
日
ま
で
山
坂
越
え
た
夫
唱
婦
随
で
五
十
年　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

紅
茶
飲
み
過
寝
む
れ
ぬ
ま
ま
に
過
ぎ
た
初
恋
偲
ぶ
夜　
　
　
　
　

田
島
草
実

冬
の
衣
か
群
青
色
に
変
え
て
凛
々
し
い
筑
波
山　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

暮
れ
の
剪
定
亡
き
父
想
う
松
に
山
茶
花
年
始
待
つ　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

体
気
遣
い
送
っ
て
く
れ
た
よ
も
ぎ
紅
茶
に
愛
を
添
え　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

赤
い
山
茶
花
人
影
長
く
惜
し
む
い
く
年
戻
り
道　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

課
題
山
積
み
少
数
与
党
暗
い
船
出
の
石
破
丸　
　
　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

亡
夫
の
分
ま
で
生
き
る
と
決
め
て
目
指
す
百
歳
山
髙
し　
　
　
　

山
崎
笑
子

寒
さ
つ
ら
い
な
動
け
ぬ
体
菊
の
花
だ
け
凛
と
咲
く　
　
　
　
　
　

山
﨑
泰
弘

源
氏
読
む
寂
聴
訳
に
秋
深
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

石
蕗
や
五
浦
海
岸
波
静
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

白
障
子
人
の
心
も
な
ご
み
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

再
読
書
記
憶
旅
す
る
長
き
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

落
葉
掃
く
頭
抱
え
る
大
樹
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

寒
鰤
と
義
兄
の
癖
字
の
文
届
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

小
春
日
や
木
陰
日
向
を
車
椅
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
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黄
菊
摘
み
久
方
振
り
の
日
本
酒
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

戦
跡
の
平
和
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集
い
銀
杏
散
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「自分だけは大丈夫」と
思っていませんか？
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インターネット、ＳＮＳ、スマートフォンやタブレットの利用は低年齢層にも広がっています。そのた
め、若者がマルチ取引、美容医療のトラブル、副業や投資のトラブルなどに巻き込まれる事も少なくあ
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ラインヘお電話を。お近くの消費生活センターにつながります。
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米粉のスイーツを
            作りましょう♪

味噌作りを
             体験しよう！


